
 

 

 

令和６年度 

青少年の健全育成に関する意識調査 

報告書 

 

 

 

 
岩手県環境生活部 若者女性協働推進室 

 

 

 

  
【調査概要】 

● 目的 

青少年健全育成に関する県民の意識や行動について調査を行い、現状の県民意識や行政に対す

るニーズを把握すると共に、今後の青少年の健全育成の基礎資料を得ることを目的とする。 

● 対象者 

・ 岩手県内に居住する少年（中学生・義務教育学校後期課程の生徒・高校生）500 人 

・ 少年の保護者 500 人 

・ 満 20 歳から 39 歳の青年 1,500 人 

● 調査時期 

令和６年９～１０月 

● 回収状況 

少年 480 人（回収率 96.0％ 男性：238 女性：234 その他：4 性別無回答：4） 

保護者 483 人（回収率 96.6％ 男性： 76 女性：403 その他：0 性別無回答：4） 

青年 339 人（回収率 22.6％ 男性：150 女性：189 その他：0 性別無回答：0） 

● 実施主体 

岩手県環境生活部 若者女性協働推進室 

 

概 要 版 
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１ 親子関係について 

○ 親子の間での相互理解の状況は、７割以上が、気持ちを「わかってくれる」と回

答していますが、前回調査と比較すると、親が自分の気持ちを「わかってくれる」

と回答した少年の割合が減少しています。 
 

問 お父さんはあなたの気持ちを理解していると思いますか。（１つ選択） 

少年 

 

問 お母さんはあなたの気持ちを理解していると思いますか。（１つ選択） 

少年 

 

問 お子さんはあなたの気持ちを理解していると思いますか。（１つ選択） 

保護者（父） 

 

保護者（母） 

 

31.7 

29.2 

40.6 

49.0 

15.0 

19.7 

2.7 

0.9 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

とてもよくわかっ

てくれる

よくわかってくれ

る

あまりわかってい

ない

全然わかってい

ない

いない

47.3 

47.6 

40.4 

43.6 

9.6 

6.7 

0.8 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

とてもよくわかっ

てくれる

よくわかってくれ

る

あまりわかってい

ない

全然わかってい

ない

いない

9.2 

7.9 

63.2 

70.8 

26.3 

21.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

とてもよくわ

かってくれる

よくわかってく

れる

あまりわかっ

ていない

全然わかって

いない

17.9 

18.0 

63.8 

63.2 

16.6 

17.3 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

とてもよくわ

かってくれる

よくわかってく

れる

あまりわかっ

ていない

全然わかって

いない

※グラフから無回答を除いています。 
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２ 学校生活について 

○ 前回調査に比べて、学校生活に対する不満は減少しましたが、授業のことや学校

の規則に不満を抱えている人が少なくありません。 
 

問 あなたが、学校生活で楽しいと思うことは何ですか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 

 

問 あなたが学校生活でいやだと思うことは何ですか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

31.7 

56.0 

59.8 

87.7 

24.0 

2.7 

28.3 

59.6 

57.0 

90.6 

19.1 

2.3 

26.7 

56.2 

53.9 

91.5 

18.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業

部活動

学校行事、生徒会活動

友達との話

先生との話

楽しいことはない

今回調査

前回調査

前々回調査

22.3 

10.6 

6.7 

8.1 

20.0 

6.5 

15.4 

44.0 

27.9 

10.2 

10.5 

10.2 

20.1 

10.0 

13.5 

38.5 

25.6 

11.8 

11.4 

12.4 

19.4 

13.2 

15.9 

38.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業のこと

友達のこと

いじめのこと

先生のこと

学校の規則のこと

部活動のこと

進学・就職のこと

いやなことはない

今回調査

前回調査

前々回調査

※グラフから無回答を除いています。 
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３ 悩みごとについて 

○ 少年・保護者ともに、勉強や進学に関する悩みが多くなっています。 
○ 悩みがある青年が多く、特に、将来やお金、学校や仕事に関するものが多くなっ

ています。 
○ 悩みの相談先としては、家族や友達が多い一方、約１割の青年が悩みの相談相手

がいないと回答しています。 
 

問 あなたの現在の悩みは何ですか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 

保護者 

 

青年 

 

59.8

17.9

4.8

11.3

4.6

3.3

12.7

8.8

6.5

18.1

20.6

57.0 

18.0 

5.1 

11.5 

5.9 

3.5 

12.9 

9.8 

9.4 

20.7 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強や進学のこと

就職のこと

家族のこと

友達のこと

異性のこと

先生のこと

部活動のこと

お金のこと

健康のこと

性格・容姿のこと

悩みごとは特にない

今回調査

前回調査

49.5 

57.6 

4.1 

24.4 

15.7 

3.5 

14.1 

9.3 

18.2 

6.4 

14.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強のこと

将来のこと

家族関係のこと

交友関係のこと

学校生活のこと

異性のこと

部活動のこと

お金のこと

健康のこと

性格・容姿のこと

悩みごとは特にない

今回調査

42.2 

57.2 

29.8 

2.4 

20.4 

4.4 

8.3 

56.0 

31.0 

17.4 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校や仕事のこと

将来のこと

家族のこと

友達のこと

恋愛や結婚のこと

近所づきあいのこと

その他人間関係のこと

お金のこと

健康のこと

性格・容姿のこと

悩みごとは特にない

今回調査

※グラフから無回答を除いています。 

※少年について心配していること。今回調査において選択肢を見直したため前回調査との比較なし。 

※前回調査は学生である青年限定の設問だったため比較なし。 
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問 悩みごとや心配ごとがあるとき、あなたがよく相談する人は誰ですか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 

保護者 

 
青年 

 

27.3 

63.1 

19.2 

6.0 

15.4 

10.6 

61.7 

0.6 

0.0 

7.3 

0.6 

27.0 

64.3 

14.3 

4.9 

11.1 

8.0 

70.3 

0.2 

0.0 

5.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

きょうだい

祖父、祖母、親戚

学校の先生

学校の先輩

友達

地域の人

電話、メール、窓口相談

いない

その他

今回調査

前回調査

72.9 

7.9 

34.2 

19.7 

1.7 

12.0 

45.1 

2.3 

0.8 

2.1 

9.9 

76.6 

6.4 

30.9 

22.1 

2.5 

6.6 

40.8 

2.9 

0.4 

2.7 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

父

母

きょうだい

祖父母、親戚

学校の先生

友達

地域の人

電話、メール、窓口相談

いない

その他

今回調査

前回調査

18.3 

49.3 

20.1 

32.4 

5.6 

37.2 

10.9 

16.2 

5.9 

3.2 

1.2 

2.1 

9.4 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

きょうだい

配偶者

祖父、祖母、親戚

友達

恋人・パートナー

同僚や先輩

上司や先生

家族・職場以外の知人

公的機関

カウンセラー

いない

その他

今回調査

※前回調査は学生である青年限定の設問だったため比較なし。 
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４ 地域社会について 

○ 地域への愛着は、前回調査よりやや増加しました。 
○ 少年について、男性より女性の方が、住んでいる地域への愛着が低い傾向がみら

れました。 
 

問 あなたは、今住んでいる地域が好きですか。（１つ選択） 

少年（調査時期ごと） 

 

少年（性別ごと） 

 

青年（調査時期ごと） 

 
青年（性別ごと） 

 

好き どちらかといえば好き どちらかといえば好きではない きらい 

50.2 

50.2 

44.4 

42.5 

40.6 

45.0 

6.3 

8.2 

8.7 

0.8 

0.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

前々回調査

50.2 

52.9 

47.9 

25.0 

42.5 

41.6 

43.2 

50.0 

6.3 

3.8 

8.5 

25.0 

0.8 

1.3 

0.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

男性

女性

その他

35.4 

37.4 

39.9 

51.6 

45.3 

46.2 

8.8 

13.3 

11.2 

3.2 

3.5 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

前々回調査

35.4 

39.3 

32.3 

51.6 

46.0 

56.1 

8.8 

9.3 

8.5 

3.2 

5.3 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

男性

女性

※グラフから無回答を除いています。 
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○ 住んでいる地域の好きなところとして、家族や友達など人間関係のほか、自然環

境や風景、景観など岩手らしさを象徴する項目が多く挙がりました。 
○ 一方、嫌いなところとして、趣味や娯楽の不足、静かで寂しいといった、楽しさ

や賑わいに関する項目が挙がりました。 
 

問 あなたが今住んでいる地域の好きなところ・嫌いなところはどんなことですか。（あてはまるも

の全て選択） 

少年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.1 

1.5 

13.6 

16.2 

4.7 

25.1 

2.4 

18.0 

11.8 

5.0 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

1.7 

3.1 

8.5 

5.8 

6.0 

19.0 

3.5 

13.3 

18.8 

4.4 

1.0 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

49.8 

59.2 

25.2 

21.7 

55.4 

13.8 

45.8 

45.6 

46.9 

9.0 

29.8 

0.025.050.075.0100.0

家族

友達

近所や学校での人間関係

文化や伝統、しきたり

自然環境

趣味や娯楽

風景や景観

暮らしやすい

（暮らしにくい）

落ち着きがある

（静かで寂しい）

にぎわいがある

（騒がしい）

自分になじんでいる

（なじみがない）

好きな 

ところ 

嫌いな 

ところ 

40.1 

26.0 

10.6 

8.3 

43.1 

6.5 

30.7 

45.1 

33.3 

2.4 

24.5 

0%25%50%75%100%

家族

友達

近所や学校での人間関係

文化や伝統、しきたり

自然環境

趣味や娯楽

風景や景観

暮らしやすい

（暮らしにくい）

落ち着きがある

（静かで寂しい）

にぎわいがある

（騒がしい）

自分になじんでいる

（なじみがない）

好きな 

ところ 

嫌いな 

ところ 
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○ 今住んでいる地域に住んでいたいと考える少年は半数を超えていますが、進学な

どのため離れることはやむを得ないと考える割合も少なくありません。 
○ 男性より女性の方が、地域に住み続けたい意識がやや低い傾向がみられました。 
問 あなたは、将来も今住んでいる地域に住んでいたいと思いますか。（１つ選択） 

少年 

 

青年 

 

  

11.7 

13.0 

10.3 

25.0 

19.4 

20.6 

17.1 

25.0 

25.2 

24.4 

26.5 

25.0 

19.2 

16.4 

22.2 

0.0 

11.7 

10.1 

13.2 

25.0 

12.5 

14.7 

10.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

男性

女性

その他

住んでいたい どちらかといえば住んでいたい

住んでいたいが進学などのため離れることはやむを得ない どちらかといえば移りたい

移りたい わからない

26.5 

30.7 

23.3 

43.4 

44.0 

42.9 

18.3 

16.0 

20.1 

10.9 

9.3 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

男性

女性

住んでいたい どちらかといえば

住んでいたい

どちらかといえば

移りたい

移りたい

※グラフから無回答を除いています。 
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○ 地域社会の一員としての認識について、「自分のままでいられ安心できる居場所が

ある」、「困ったときに支えてくれる存在がある」という回答が上位である一方、「い

つか自分の力でやってみたいことがある」という回答の割合は低くなっています。

となりました。 
問 あなたは、地域社会の一員としての自分についてどう感じていますか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 
青年 

 
 

 

 

  

61.9 

25.2 

25.0 

46.3 

28.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のままでいられ安心できる居場所がある

自分が誰かの役に立っていると思えることがある

いつか自分の力でやってみたいことがある

困ったときに支えてくれる存在がある

先生や周りの大人のひとは、自分の意見や考えを

受け止めてくれていると思う

41.3 

24.2 

17.7 

34.5 

19.5 

0% 25% 50% 75% 100%

自分のままでいられ安心できる居場所がある

自分が誰かの役に立っていると思えることがある

いつか自分の力でやってみたいことがある

困ったときに支えてくれる存在がある

周りのひとは、自分の意見や考えを

受け止めてくれていると思う
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○ 各種社会活動への参加状況は、コロナ禍にあった前回調査（R3）から増加したも

のもありましたが、コロナ禍前の前々回調査（H30）よりは少ない状況です。 

○ 約５割の青年が、若者自身が企画し実施するプロジェクトへの参加に関心を持っ

ている一方で、忙しさなどを理由に社会活動に参加したことのない青年もいます。 
 

問 あなたは、中学校・高等学校に入学してから、地域における活動など社会活動に参加したこと

がありますか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 

問 （上記の問で「参加したことがない」を選択した人）参加しなかった理由は何ですか。（２つま

で選択）（Ｎ=76 男性=38 女性=36 性別無回答=2） 

 

 

  

60.2 

29.6 

41.7 

10.6 

15.8 

45.7 

29.3 

49.2 

9.8 

20.7 

67.8 

38.2 

50.4 

12.0 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のお祭り、盆踊り

レクリエーションやスポーツ大会・運動会

地域の清掃、環境美化運動、老人ホーム

訪問などのボランティア活動

子ども達の指導や世話

参加したことがない

今回調査

前回調査
前々回調査

30.3 

35.5 

10.5 

11.8 

27.6 

14.5 

9.2 

2.6 

6.6 

29.7 

15.8 

10.9 

1.0 

39.6 

7.9 

4.0 

2.0 

28.7 

31.6 

33.3 

5.3 

10.5 

21.1 

28.1 

3.5 

3.5 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような行事や活動があるのか知らないから

やりたいと思う活動がないから

地域の行事や活動に興味がないから

グループ活動が好きでないから

参加する気持はあるが忙しくて時間がとれないから

自分が自由に使える時間がなくなるから

友達が参加しないから

親が参加しないから

その他

今回調査

前回調査

前々回調査
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問 あなたは、若者自身が企画し実施するプロジェクトに参加することに関心がありますか。（１つ

選択） 

青年 

 

問 あなたは、次のような活動に参加したことがありますか。（あてはまるもの全て選択） 

青年 

 

問 （上記の問で「参加したことがない」を選択した人）参加しなかった理由は何ですか。（２つま

で選択）（Ｎ=120 男性=53 女性=67） 

青年 

 

  

15.9 

14.2 

35.1 

41.6 

28.9 

30.5 

19.5 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査

関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

関心がない

33.9

22.4

19.5

16.8

16.8

11.2

8.3

5.3

4.7

4.1

2.4

1.8

35.4

29.5

21.4

21.9

24.9

18.1

18.8

6.7

6.5

3.3

5.3

2.1

4.0

32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体育・スポーツ・文化に関する活動

町内会などの地域活動

青少年健全育成に関する活動

自然・環境保護に関する活動

募金活動、チャリティーバザー

社会福祉に関する活動

自主防災活動や災害援助活動

交通安全に関する活動

人々の学習活動に関する…

保健・医療・衛生に関する活動

国際交流に関する活動

公共施設での活動

参加したことがない

今回調査

前回調査

36.7 

17.5 

15.0 

10.8 

24.2 

23.3 

8.3 

11.7 

51.1 

15.1 

7.9 

10.8 

21.6 

22.3 

15.1 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような行事や活動が

あるのか知らないから

やりたいと思う活動がないから

地域の行事や活動に

興味がないから

グループ活動が好きでないから

参加する気持ちはあるが

忙しくて時間がとれないから

自分が自由に使える

時間がなくなるから

知っている人が参加しないから

その他

今回調査

前回調査
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５ インターネット・ＳＮＳの利用について 

○ 生活における様々な用途でインターネットが利用されていますが、特に趣味・娯

楽に費やす時間が多い傾向にあります。 
○ 少年、青年のほとんどがＳＮＳを利用しており、その用途は様々です。 
○ 一方で、約３割の少年が、インターネットやＳＮＳの使い過ぎにより健康や生活

に悪影響が出たという認識を持っており、保護者としても、インターネット利用に

よる犯罪被害やトラブルに不安を抱いています。 
 

問 あなたは、インターネットをどのようなことに使っていますか。（それぞれ１つ選択） 

少年 

 

青年 

 

  

22.3 

1.5 

11.3 

57.1 

9.8 

52.3 

14.4 

30.8 

24.4 

3.3 

23.1 

6.3 

1.0 

14.0 

1.7 

0.8 

19.8 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強・学習

趣味・娯楽

家族や友達とのコ

ミュニケーション

使っていない １時間以内 ２時間くらい ３時間くらい ４時間くらい ５時間以上

21.8 

0.9 

6.5 

53.4 

13.6 

67.6 

14.2 

36.0 

15.0 

5.0 

17.7 

5.0 

0.3 

8.6 

2.1 

3.8 

22.4 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強・学習

趣味・娯楽

家族や友達との

コミュニケーション

使っていない １時間以内 ２時間くらい ３時間くらい ４時間くらい ５時間以上
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問 あなたは、ＳＮＳ（LINE、X、Instagram、TikTok など）を利用していますか。利用している場

合は、どのような用途に使用していますか。（３つまで選択） 

少年・青年 

 

問 インターネットを利用していて、次のような経験はありますか。（あてはまるもの全て選択） 

少年 

 
 

問 お子さんのスマートフォン・携帯電話の利用について不安に感じることはありますか。（３つま

で選択） 

保護者 

 
 

  

75.6 

62.5 

56.3 

7.7 

5.8 

9.4 

70.5 

70.5 

23.3 

22.7 

14.7 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や友達、部活のメンバーなどに連絡をとるため

興味のある情報や面白い情報を探すため

身近な友達やクラスメイトと交流するため

遠方にいる人やＳＮＳ上で知り合った人と交流するため

自分の趣味や活動を発信するため

使っていない

少年

青年

31.9 

4.8 

4.8 

4.2 

3.5 

2.1 

0.6 

0.4 

0.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ネットの使い過ぎで健康や生活に悪影響が出た

ＳＮＳ上でひどい言葉をかけられたり嫌がらせを受けたりした

ＳＮＳをきっかけに人間関係のトラブルにあった

ネット上で知り合った人から直接会おうと誘われた

ネット上での詐欺にあった（あいそうになった）

ゲームやアプリの課金額が高額になってしまった

自分のＳＮＳアカウントが悪用された

パソコンやスマートフォンがウイルスに感染した

闇バイトやドラッグ使用などの勧誘を受けた

自分の個人情報が流出した

61.3 

52.2 

19.9 

18.6 

17.0 

13.3 

8.3 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゲームやＳＮＳの使い過ぎで生活や健康に支障

犯罪やトラブルに巻き込まれる

交友関係や何をしているのかを把握できない

子どもがいじめや仲間はずれの対象になる

顔写真や住所などの個人情報が晒される

家族と一緒に過ごす時間が減る

高額な料金を請求される

特にない
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６ 少年の非行・被害防止について 

○ 少年の非行・被害防止に重要な取組として、「つらいときに安らげる居場所」、「困

ったときに悩みを安心して打ち明けられる窓口」、「スマートフォンやインターネッ

トの使い方に関する教育」が多く挙げられました。 
 

問 あなたは、中学生・高校生が非行を行ったり犯罪に巻き込まれたりするのを防ぐため、どのよ

うな取組が重要だと思いますか。（３つまで選択） 

少年・保護者・青年 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6 

50.6 

8.1 

32.7 

20.4 

34.6 

22.3 

12.7 

12.3 

44.7 

45.3 

8.9 

20.3 

15.3 

44.1 

34.2 

18.4 

11.6 

39.5 

39.8 

8.6 

33.0 

23.3 

39.8 

24.5 

11.8 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに悩みを安心して打ち明けられる窓口を設ける

つらいときに安らげる居場所を設ける

地域の人が見守りをしたり注意したりする

周りのおとなが自分の考えを青少年に押し付けないように接する

悪いことをした人を厳しく罰する

スマートフォンやインターネットの使い方を青少年にしっかり教える

危険なサイトに近づかないようインターネットのアクセスを制限する

青少年の夜間の外出を制限する

有害な情報（性的な表現、暴力的な表現）を見せないようにする

少年

保護者

青年

令和６年度 青少年の健全育成に関する意識調査報告書（概要版） 

岩手県環境生活部 若者女性協働推進室 
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